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（４）アマモの肥料成分

2019年

環境技術研究所に送付して成分分析を実施した。

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

の除去量を検討した。石川県が

されている（日本海域研究

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で

量比は 0.12

西湾のアマモ地上部の現存量（乾燥重量）は

全窒素に

であり、現存量に

トン、全窒素

 

 

 

 

表3 アマモの成分分析

（４）アマモの肥料成分

年7月と8月に採取し天日乾燥させたアマモと

環境技術研究所に送付して成分分析を実施した。

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

の除去量を検討した。石川県が

されている（日本海域研究

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で

0.12 とされる（のと海洋ふれあいセンター研究報告

西湾のアマモ地上部の現存量（乾燥重量）は

全窒素にC/N比を乗じて得られる全炭素と全窒素及び全燐の平均値は、各々

であり、現存量にこれらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

トン、全窒素44トン、全燐

アマモの成分分析

（４）アマモの肥料成分 

月に採取し天日乾燥させたアマモと

環境技術研究所に送付して成分分析を実施した。

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

の除去量を検討した。石川県が

されている（日本海域研究 第

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で

とされる（のと海洋ふれあいセンター研究報告

西湾のアマモ地上部の現存量（乾燥重量）は

比を乗じて得られる全炭素と全窒素及び全燐の平均値は、各々

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

トン、全燐14

アマモの成分分析結果 

月に採取し天日乾燥させたアマモと

環境技術研究所に送付して成分分析を実施した。

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

の除去量を検討した。石川県が 2011 年に実施した調査では七尾西湾のアマモ

第 47 号）。また、石川県が

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で

とされる（のと海洋ふれあいセンター研究報告

西湾のアマモ地上部の現存量（乾燥重量）は

比を乗じて得られる全炭素と全窒素及び全燐の平均値は、各々

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

14トンと見積もられた。

  

月に採取し天日乾燥させたアマモと

環境技術研究所に送付して成分分析を実施した。分析結果を表

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

年に実施した調査では七尾西湾のアマモ

号）。また、石川県が

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で

とされる（のと海洋ふれあいセンター研究報告

西湾のアマモ地上部の現存量（乾燥重量）は2,751トンと見積もられた。一方、成分分析結果より、

比を乗じて得られる全炭素と全窒素及び全燐の平均値は、各々

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

トンと見積もられた。

月に採取し天日乾燥させたアマモと2020年 5月に採取した生体のアマモを畜産

分析結果を表3に示した。

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

年に実施した調査では七尾西湾のアマモ

号）。また、石川県が 2015 年に行った七尾西湾に生育するアマ

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で

とされる（のと海洋ふれあいセンター研究報告 第

トンと見積もられた。一方、成分分析結果より、

比を乗じて得られる全炭素と全窒素及び全燐の平均値は、各々

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

トンと見積もられた。 

月に採取した生体のアマモを畜産

に示した。アマモの一般成分を鶏

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

年に実施した調査では七尾西湾のアマモ

年に行った七尾西湾に生育するアマ

モの生育量調査では、春の繁茂期のアマモ地上部の平均現存量は湿重量で2.2kg/

第 21 号）。これらを用いると、七尾

トンと見積もられた。一方、成分分析結果より、

比を乗じて得られる全炭素と全窒素及び全燐の平均値は、各々32.

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

月に採取した生体のアマモを畜産

アマモの一般成分を鶏

糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、含有量は、窒素がやや少なめ、燐酸がかなり少なめ、加里が多め、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

ンガンの含有量がやや多いが、銅、亜鉛、鉄の含有量は少なめであると判断された。 

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

年に実施した調査では七尾西湾のアマモ場面積は 1,042ha

年に行った七尾西湾に生育するアマ

2.2kg/㎡であり、乾湿重

号）。これらを用いると、七尾

トンと見積もられた。一方、成分分析結果より、

32.4％、1.6

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月に採取した生体のアマモを畜産

アマモの一般成分を鶏

加里が多め、

石灰が同等か少なめ、苦土が多めであると特徴づけられる。アマモの部位および採集時期と一般成

分の関係をみると、花枝と葉体に明瞭な差異は認められなかったほか、採取時期の異なる葉体に傾

向的な変化は認められなかった。微量成分について鶏糞堆肥や牛糞堆肥と比較すると、アマモはマ

次に、成分分析結果と過去のアマモ生育量に関する知見から、アマモの地上部回収による栄養塩

1,042ha と

年に行った七尾西湾に生育するアマ

㎡であり、乾湿重

号）。これらを用いると、七尾

トンと見積もられた。一方、成分分析結果より、

1.6％、0.5％

これらを乗じると、概算でアマモ地上部回収による除去可能量は最大で全炭素891



写真-1 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)海岸に漂着したアマモの回収作業 
2019 年 7 月 

(2)回収した漂着アマモ 2019 年 7 月 

(3)アマモの天日干し 2019 年 7 月 (4)天日乾燥中のアマモ 2019 年 7 月 

（5）A 氏ハクサイ アマモ区 アマモ投与状況  
2019 年 8 月 31 日 

（6）A 氏ダイコン アマモ区 アマモ投与状況  
2019 年 9 月 7 日 



写真-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

（11）B 氏ハクサイ 中央左アマモ区 
 右対照区  2019 年 9 月 13 日 

（12）B 氏ハクサイ 中央左アマモ区 
 右対照区  2019 年 10 月 2 日 

（7）A 氏ハクサイ 左アマモ区 右対照区  
2019 年 10 月 30 日 

（9）A 氏ハクサイ 中アマモ区 奥対照区  
 食味試験サンプル 2019 年 11 月 22 日 

（10）A 氏ダイコン 前アマモ区 奥対照区  
 食味試験サンプル 2019 年 11 月 22 日 

（8）A 氏ダイコン 左アマモ区 右対照区  
2019 年 10 月 30 日 



写真-3 

 

           

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）B 氏ハクサイ 中央左アマモ区 
 右対照区  2019 年 11 月 10 日 

（14）B 氏ハクサイ 中央左対照区 右アマモ区 
 食味試験サンプル 2019 年 12 月 10 日 

(15)C 氏ダイコン 左対照区 右アマモ区 
2019 年 9 月 29 日 

(16)C 氏ハクサイ 左対照区 右アマモ区 
2019 年 9 月 29 日 

(17)C 氏ダイコン 左対照区 右アマモ区 
2019 年 10 月 20 日 

(18)C 氏ハクサイ 左対照区 右アマモ区 
2019 年 10 月 20 日 



写真-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(19)C 氏ダイコン 左対照区 右アマモ区 
2019 年 12 月 22 日 

(20)C 氏ハクサイ 左対照区 右アマモ区 
2019 年 12 月 22 日 

(21)C 氏 食味試験用サンプル 
2019 年 12 月 22 日 

 

アマモ区 対照区 

(22)D 氏ニンジン 左アマモ区 右対照区 
2019 年 10 月 2 日 

 

 

(24)D 氏ニンジン 対照区 
2019 年 10 月 20 日 

 

(23)D 氏ニンジン アマモ区 
2019 年 10 月 20 日 

 



写真-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(26)D 氏ニンジン 対照区 
2019 年 11 月 10 日 

 

(27)D 氏ニンジン 左対照区 右アマモ区 
食味試験サンプル 2019 年 12 月 8 日 
2019 年 12 月 8 日

(28)E 氏ジャガイモ 左対照区（⿊マルチ）  
右アマモ区（竹の部分） 2020 年 4 月 9 日 
2019 年 12 月 8 日

(29)E 氏ジャガイモ 対照区（⿊マルチ）  
アマモ区（竹の部分） 2020 年 5 月 14 日 
2019 年 12 月 8 日

(30)E 氏ジャガイモ 対照区（⿊マルチ） 
アマモ区（竹の部分） 2020 年 5 月 14 日 
2019 年 12 月 8 日

(25)D 氏ニンジン アマモ区 
2019 年 11 月 10 日 

 



写真-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(31)E 氏ジャガイモ キタアカリ 対照区 
食味試験サンプル 2020 年 8 月 6 日 
2019 年 12 月 8 日

(32)E 氏ジャガイモ キタアカリ アマモ区 
食味試験サンプル 2020 年 8 月 6 日 
2019 年 12 月 8 日

(33)E 氏ジャガイモ メークイン 対照区 
食味試験サンプル 2020 年 8 月 6 日 
2019 年 12 月 8 日

(34)E 氏ジャガイモ メークイン アマモ区 
食味試験サンプル 2020 年 8 月 6 日 
2019 年 12 月 8 日

(36)F 氏トマト 生育状況 
2020 年 8 月 16 日 

 

(35)F 氏トマト 栽培状況 
2020 年 8 月 16 日 

 



写真-7 
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(37)F 氏トマト アマモ区（手前マルチング） 
対照区（奥マルチング無し） 2020 年 8 月 17 日 
2020 年 8 月 16 日

(38)FE 氏トマト アマモ区（手前マルチング） 
対照区（奥マルチング無し）2020 年 8 月 17 日 
 

(40)F 氏トマト アマモ区 
2020 年 8 月 25 日 

 

(39)F 氏トマト 生育状況 
2020 年 8 月 25 日 

 

(41)F 氏トマト カリーノドルチェ 
食味試験サンプル 2020 年 8 月 25 日 
2019 年 12 月 8 日

(42)F 氏トマト サンマルツァ－ノ 
食味試験サンプル 2020 年 8 月 25 日 
2019 年 12 月 8 日


